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Varner, Kyle, & McNamara, 2014)。
外国語教育分野の主要な国際学術誌の１つである Wiley 社発行の Language
Learning においても，2017年に“Experimental, Computational, and Corpus-
Based Approaches to Language Learning: Evidence and Interpretation”という
特集が組まれるなど，外国語教育研究において自然言語処理のようなコンピュー
ターを用いたアプローチが注目されている。この特集に含まれている Rebuschat,













































Dudschig, & Kaup, 2015; Günther, & Kaup, 2016)。実際の計算式など，LSAのよ






























均をとることが典型的に行われる（Foltz, Kintsch, & Landauer, 1998; Wolfe et





















Foltz, Kintsch, & Landauer, 1998; Wolf ,







能は，ウェブベースのアプリケーション（Dennis, 2007）や R などの統計ソフト
のパッケージを用いて実行することができる（Günther et al., 2014)。
外国語教育研究における LSA の活用事例の１つとして，学習者の発話データ









Crossley, Subtirelu, & Salsbury, 2013)。
また，LSAを活用して外国語教材におけるテキスト分析を行った研究も多く存







1: A happy school of little fish lived in a corner of the sea somewhere.
.13
2: They were all red.
.46
3: Only one of them was as black as a mussel shell.
.15
4: He swam faster than his brothers and sisters.
.10
5: His name was Swimmy.









また，Crossley and McNamara (2008) は中級学習者向けのテキストを分析し，
















さに関する多数の指標を算出する（Graesser, McNamara, Louwerse. & Cai, 2004;








































































































































性は 6 / (18-6) = 0.5 と算出される。テキストの統語的類似性が高ければ，
単純な統語構造を持つ文が繰り返し用いられていることが示唆され，統語的
な複雑さが低いと判断される。







図２．文間の統語的類似性の算出（McNamara et al., 2014, p.71を一部改変）
図２を例にすると，２つの文を合計した全ノードは18であり，
灰色で示された２つの文で共通のノードが６つあるため，統語的類似性は





































さらに，Graesser, McNamara, and Kuilkowich (2011) は大規模なコーパスデ
ータをもとに，Coh-Metrix で算出される54の指標を以下の８つの成分へと縮
約している：Narrativity, Referential cohesion, Syntactic simplicity, Word













行った Crossley and McNamara (2008) でも，概ね同じ結果が得られた。さらに
Crossley, Allen, and McNamara (2012) では，初級・中級・上級の簡素化された
テキストについて，レベルの低いテキストほど語彙の頻度レベルや文間の意味的
な関連度が高く，語彙的多様性や統語的な複雑さが低くなることなどを明らかに














ベルのテキストを分析対象として同様 検証を行った Crossley and McNamara
(2008) でも，概ね同じ結果が得られている。さらに Crossley et al. (2012) では，
初級・中級・上級の簡素化されたテキストについて，レベルの低いテキストほど
語彙の頻度レベルや文間の意味的な関連度が高く，語彙的多様性 統語的な複雑






































































を分析対象とし，Graesser et al. (2011) が特定した８つの主成分に関する得点を
－ 15 －
表４．Nahatame (2017, 2018)で用いられた英文
1a. Mary could not find anything to read in the library. (CR-High / SR-High)
1b. Mary wanted to look for recipes for her dinner party. (CR-High / SR-Low)
1c. Mary went to the library to look for something to read. (CR-Low / SR-High)
1d. Mary was having a dinner party for her office. (CR-Low / SR-Low)
2. She went to the bookstore to get new books.
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を踏まえて開発されたのが，TAALES (The tool for the analysis of lexical
sophistication) や TAACO (The Tool for the Automatic Analysis of Cohesion)で




み合わせ）の頻度情報や Academic word listに基づく指標なども算出することが
できる。TAACO は多数の結束性に関する指標を算出するツールであり，LSAよ



















(The Tool for the Automatic Analysis of Lexical S phistication)や TAACO (The
Tool for the Automatic Analysis of Cohesion)である (Crossley, Kyle, & Dascalu,
in press; Kyle, Crossley, & Berger, 2018)。これらのツールではコンピューター
にソフトウェアをイ スト ルすることで，複数のテキ を同時に分析するこ
とが可能である。また，TAALES は多数の語彙指標を算出するツールであり，
Coh-Metrix に含まれていない n gram（n 語の組み合わせ）の頻度情報や
Academic word list に基づく指標なども算出することができる。TAACO は多数
の結束性に関する指標を算出するツールであり，LSAよりもさらに洗練した意味












Matu, Bianco, & Nardy, 2013)。また，このツールの機能の１つとして Automated
model of comprehension (AMoC)があり，この機能では文の統語的な情報などに
基づくテキストの字義的な理解と，読み手の推論に基づくテキストのより深い理
解がどのように構築されていくかをシミュレーションできる（Dascalu, Paraschiv,
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